
Title 西村天囚『論語集釈』と『論語後案』書入れと

Author(s) 矢羽野, 隆男

Citation 懐徳堂研究. 2023, 14, p. 69-87

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/94541

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



西
村
天
囚
『
論
語
集
釈
』
と
『
論
語
後
案
』
書
入
れ
と

矢
羽
野　

隆　

男

は
じ
め
に

西
村
天
囚
（
慶
応
元
・
一
八
六
五
―
大
正
十
三
・
一
九
二
四
）

の
『
論
語
集
釈
』
は
「
碩
園
先
生
著
述
目
録（
１
）」

に
天
囚
の
撰
著
と

し
て
記
録
さ
れ
な
が
ら
長
ら
く
そ
の
所
在
が
未
詳
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、天
囚
の
故
郷
の
種
子
島
で
実
施
さ
れ
た
資
料
調
査
に
よ
り
、

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
そ
の
草
稿
が
発
見
さ
れ
た
。
天

囚
の
『
論
語
』
研
究
を
窺
い
知
る
貴
重
な
資
料
の
発
見
で
あ
る
。

天
囚
の
『
論
語
』
研
究
に
つ
い
て
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈

さ
れ
た
天
囚
の
旧
蔵
書
「
碩
園
記
念
文
庫
」
に
所
蔵
さ
れ
る
『
論

語
』
関
係
書
籍
へ
の
書
入
れ
か
ら
天
囚
の
解
釈
や
学
問
観
等
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ
て
筆
者
は
同
文
庫
所
蔵
の
藤
澤
南
岳
編

『
論
語
彙
纂
』
の
全
編
に
書
き
込
ま
れ
た
天
囚
書
入
れ
か
ら
、
懐

徳
堂
へ
の
思
い
、
東
畡
・
南
岳
の
泊
園
書
院
へ
の
対
抗
意
識
、
埋

も
れ
た
履
軒
説
の
顕
彰
、
泊
園
学
へ
の
評
価
・
関
心
と
い
っ
た
天

囚
の
価
値
観
や
志
向
を
考
察
し
た（
２
）。
そ
の
際
、
天
囚
の
書
入
れ
の

あ
る
『
論
語
』
関
係
書
籍
の
な
か
で
も
黄
式
三
『
論
語
後
案
』（
以

下
『
後
案
』）
へ
の
書
入
れ
は
、
邦
儒
の
説
を
多
数
引
用
し
て
諸

説
を
集
約
す
る
意
図
を
感
じ
さ
せ
る
貴
重
な
も
の
と
の
認
識
を
得

て
い
た
。
し
か
し
当
時
、『
論
語
集
釈
』（
以
下
『
集
釈
』）
を
見

る
こ
と
は
で
き
ず
、『
後
案
』
か
ら
『
集
釈
』
の
内
容
を
想
像
す

る
し
か
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
発
見
に
よ
り
予
て
の
望
み
を
叶
え

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
天
囚
の
『
論
語
』
研
究
の
成
果
で
あ
る
『
論
語
集
釈
』

の
基
礎
研
究
と
し
て
、『
後
案
』
書
入
れ
と
の
比
較
対
照
か
ら
『
集

釈
』
編
集
の
過
程
を
考
察
す
る
と
共
に
、
大
量
の
書
入
れ
を
行
う

テ
キ
ス
ト
に
『
後
案
』
を
選
ん
だ
天
囚
の
学
問
的
意
図
に
考
察
を

及
ぼ
す
。
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一　

西
村
天
囚
『
論
語
集
釈
』
の
体
裁
・
捺
印

「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」
に
よ
る
と
、『
論
語
集
釈
』
は
「
自
學

而
至
泰
伯
第
八
章　

未
刊
」
と
さ
れ
、
そ
の
構
成
は
「
首
に
集
釋

を
挙
げ
、
次
に
折
中
參
看
異
説
私
案
の
四
目
を
立
て
、
其
の
足
ら

ざ
る
と
こ
ろ
を
補
は
る
」
と
い
う
。
発
見
さ
れ
た
『
集
釈
』
草
稿（
３
）

も
泰
伯
篇
第
八
の
第
二
章
（
恭
而
無
礼
則
労
章
）
で
終
わ
り
、「
集

釋（
４
）」
を
は
じ
め
「
折
中
」「
参
看
」「
異
説
」「
私
案
」
の
印
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
「
集
釋
」「
折
中
」
等
の
印
に
着
目
し
て
『
集
釈
』
草

稿
を
子
細
に
見
る
と
、
全
体
に
わ
た
っ
て
同
じ
印
が
使
用
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
く

4

4

、
ま
た
同
じ
基
準
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
も

な
さ
そ
う

4

4

4

4

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
湯
浅
邦
弘
氏
の
先
行
研
究（
５
）

に
拠
り
、『
論
語
集
釈
』
の
体
裁
、
印
の
種
別
、
印
の
使
用
状
況

を
確
認
す
る
。

ま
ず
巻
一
の
第
一
葉
表
の
内
題
に
い
っ
た
ん
「
論
語
私
案
」
と

書
い
た
右
に
見
せ
消
ち
で
「
私
案
」
を
「
集
釋
」
に
修
正
し
て
い

る
。
次
い
で
、
頁
を
め
く
っ
た
第
一
葉
裏
の
、
学
而
篇
冒
頭
「
子

曰
、
學
而
時
習
之
、
不
亦
說
乎
」
の
本
文
に
対
す
る
天
囚
の
注
に

「
折
中
」「
參
看
」「
私
案
」「
異
説
」
と
刻
む
陰
刻
の
長
方
形
の
印

が
押
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。
印
の
種
別
は
、
天
囚
が
記
す
注
の

性
格
を
区
別
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
湯
浅
論
考
に
よ

れ
ば
、
注
の
冒
頭
に
押
さ
れ
る
「
折
中
」
は
、「
折
衷
」
に
同
じ
く
、

軽
重
を
加
減
し
て
宜
し
き
を
得
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
天
囚
が

諸
見
解
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
そ
の
章
の
注

釈
と
し
て
、
ま
ず
は
定
番
と
な
る
よ
う
な
妥
当
な
見
解
を
あ
げ
る

も
の
。「
異
説
」
は
『
論
語
集
解
』
や
『
論
語
集
注
』
な
ど
定
番

の
注
釈
書
と
は
異
な
る
見
解
を
附
記
し
た
も
の
。「
參
看
」
は
参

考
と
し
て
提
示
す
る
他
の
見
解
、「
私
案
」
は
天
囚
自
身
の
独
自

の
見
解
、「
集
釋
」
は
自
説
を
含
め
て
多
く
の
見
解
に
目
を
く
ば

る
も
の
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
陰
刻
の
長
方
形
の
「
參図１　西村天囚『論語集釈』学而時習之章（部分）
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看
」「
私
案
」「
異
説
」が
使
用
さ
れ
る
の
は
為
政
篇
の
途
中
ま
で
で
、

同
篇
の
攻
乎
異
端
章
か
ら
は
、
陰
刻
の
小
振
り
で
扁
平
な
印
に
代

わ
る
。
か
つ
、
同
章
で
は
「
折
中
」
は
も
と
の
陰
刻
・
長
方
形
の

印
だ
が
、
次
章
の
由
誨
女
知
之
乎
章
よ
り
後
は
、
天
囚
の
注
の
冒

頭
に
押
さ
れ
て
い
た
「
折
中
」
は
使
わ
れ
な
く
な
り
、
代
わ
り
に

陰
刻
の
小
振
り
で
扁
平
な
「
集
釋
」
が
押
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（
６
）。

以
上
の
湯
浅
論
考
の
指
摘
を
踏
ま
え
、「
折
中
」「
參
看
」「
私
案
」

「
異
説
」「
集
釋
」
の
種
別
の
性
格
、
ま
た
「
折
中
」
か
ら
「
集
釋
」

へ
の
印
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

二　

�『
論
語
集
釈
』
と
『
論
語
後
案
』
書
入
れ�

�

―
学
而
時
習
之
章
を
例
に
―

先
ず
『
論
語
集
釈
』
の
記
述
形
式
・
内
容
を
、
学
而
篇
第
一
冒

頭
の
学
而
時
習
之
章
を
例
に
見
て
み
る
。

〇
子
曰
學
而
時
習
之
不
亦
說
乎
【
皇
本
「
説
」
作
「
悦
」。

翟
灝
曰
、
古
「
喜
悦
」「
論
説
」
同
字
。
漢
以
後
增
从
心
字
、

以
別
之
。】

 

折
中  

「
子
」男
子
之
通
稱【
馬
融
】、亦
為
嘉
稱【
顔
師
古
】、

尊
稱
【
王
肅
曰
、
子
者
有
德
有
爵
之
通
稱
】。
此
「
子
」
謂

孔
子
而
省
姓
者
。内
辭
也【
徂
徠
曰
、如
春
秋
公
魯
侯
】。「
學
」

謂
讀
書
肄
業
所
以
知
道
而
行
也
。「
時
」
時
々
也
。「
習
」
與

「
習
相
遠
」
之
「
習
」
同
、
亦
與
「
温
故
知
新
」
之
「
温
」

相
近
、
所
以
不
忘
不
失
而
熟
于
心
成
于
身
也
。「
亦
」
字
、

旁
及
之
辭
。「
説
」與「
喜
」不
同
。「
喜
」者
發
揚
于
外
。「
説
」

者
自
得
于
内
【
亦
悦
、
履
軒
】。

右
に
掲
げ
た
の
は
冒
頭
の
本
文
と
字
形
・
字
義
に
関
す
る
注
釈

（
割
注
）、
お
よ
び
「
折
中
」
印
の
記
述
で
あ
る
。「
折
中
」
部
分

の
記
述
形
式
は
、
注
釈
の
対
象
と
な
る
語
「
子
」「
學
」「
時
」「
習
」

「
亦
」「
説
」
を
本
文
に
見
え
る
順
序
に
配
列
し
、
割
注
に
馬
融
・

顔
師
古
・
王
肅
・
徂
徠
・
履
軒
ら
の
説
の
出
拠
を
明
示
す
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
清
の
黄
式
三
『
論
語
後
案
』（
以

下『
後
案
』）へ
の
天
囚
の
書
入
れ
で
あ
る（
７
）。黄

式
三
の
代
表
作『
論

語
後
案
』
は
、
王
鳴
盛
（
一
七
二
〇
―
一
七
九
七
）『
尚
書
後
案
』

の
体
裁
に
倣
い
、
ま
ず
本
文
の
語
に
つ
い
て
字
形
・
字
音
・
字
義

の
注
釈
を
付
し
、
前
に
何
晏
『
論
語
集
解
』、
次
に
朱
熹
『
論
語

集
注
』
を
掲
げ
、
後
に
「
後
案
」
と
し
て
自
ら
の
案
語
を
加
え
た

こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
。天
囚
は
こ
の『
後
案
』の
全
編
に
わ
た
っ

て
書
入
を
行
っ
て
お
り（
８
）、『
論
語
』
研
究
に
利
用
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
古
注
・
新
注
の
両
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
研
究
の
基
礎

と
す
る
の
に
適
当
な
著
作
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ

の
書
入
れ
の
状
況
は
、
天
囚
が
先
人
の
『
楚
辞
』
研
究
を
整
理
し

た
『
楚
辞
集
釈
』
の
よ
う
な
整
っ
た
形
式
は
備
え
ず
（
図
２
）、

欄
外
・
行
間
に
随
意
に
書
入
れ
た
も
の
と
見
え
る
（
図
３
）。『
後
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案
』
書
入
れ
は
、『
楚
辞
集
釈
』
の
よ
う
な
編
集
意
図
の
加
わ
ら

な
い
、『
論
語
』
研
究
の
記
録
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
か
と
推
測

す
る
。
以
下
、『
集
釈
』
と
『
後
案
』
書
入
れ
と
を
比
較
す
る
。

１　

�

本
文
の
語
の
字
形
・
字
義
・
字
音
の
注
記
（
割
注
部
分
）
に

つ
い
て

ま
ず
、
本
文
の
語
の
字
形
・
字
義
・
字
音
等
の
注
記
に
つ
い
て
、

『
集
釈
』
の
注
記
は
ほ
ぼ
『
後
案
』
お
よ
び
書
入
れ
に
依
拠
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
学
而
時
習
之
章
の
場
合
、『
集
釈
』

の
本
文
に
付
す
割
注
に
「
皇
本
﹃
説
﹄
作
﹃
悦
﹄。
翟
灝
曰
、
古

﹃
喜
悦
﹄﹃
論
説
﹄
同
字
。
漢
以
後
增
从
心
字
、
以
別
之
。」
と
記

す
の
に
対
し
、『
後
案
』
の
そ
れ
は
「『
説
』
或
作
『
悦
』。
漢
後
字
。」

と
記
す
。『
後
案
』
の
注
記
は
簡
潔
だ
が
、
そ
の
注
記
の
横
・
下

に
天
囚
が
朱
筆
で
「
皇
氏
義
疏
本
」「
翟
灝
『
四
書
考
異
』
云
、

古
『
喜
説
』『
論
説
』
同
字
。
漢
後
増
从
心
字
以
別
之
」
と
書
入

れ
を
し
て
い
る
。『
集
釈
』
の
字
形
・
字
義
の
注
記
は
、『
後
案
』

の
注
記
に
拠
り
つ
つ
、
出
拠
で
あ
る
『
皇
疏
』、
翟
灝
『
四
書
考
異
』

を
確
認
し
て
補
足
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
箇
所
は
天
囚
の
出

拠
確
認
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
が
、
後
に
な
る
と
『
後
案
』
の
注

記
を
そ
の
ま
ま
襲
用
す
る
も
の
も
多
い
。
例
え
ば
学
而
篇
の
「
曾

子
曰
、
慎
終
追
遠
、
民
德
歸
厚
矣
」
の
下
に
『
後
案
』
は
、「『
終
』

从
冫
。
冫
古
冰
字
。『
德
』
正
字
作
『
悳
』。
德
、
升
也
」
と
注
記

し
、『
集
釈
』
は
完
全
に
こ
れ
を
襲
用
す
る
。
基
本
的
に
、『
集
釈
』

の
『
論
語
』
本
文
お
よ
び
そ
の
字
形
・
字
義
・
音
注
の
注
記
は
『
後

案
』
に
依
拠
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

２　
「
折
中
」
に
つ
い
て

ま
た
、『
集
釈
』
が
引
用
す
る
諸
説
の
多
く
は
『
後
案
』
書
入

れ
と
の
関
連
を
見
い
出
せ
る
。
ま
ず
「
折
中
」
に
つ
い
て
、『
後
案
』

書
入
れ
と
の
対
照
表
を
掲
げ
る
（
表
１
）。

『
集
釈
』「
折
中
」
と
『
後
案
』
書
入
れ
と
の
間
で
一
致
し
て
い

る
箇
所
に
は
傍
線
を
引
き
、
対
応
が
み
ら
れ
な
い
部
分
は
備
考
欄

図３　西村天囚『論語後案』書入れ

図２　西村天囚『楚辞集釈』欄外部分
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表
１　

学
而
篇
「
學
而
時
習
之
」
章　
『
論
語
集
釈
』
と
『
論
語
後
案
【
含
む
書
入
れ
】』
と
の
対
照
表　

『
論
語
集
釈
』

【　

】
は
割
注
の
記
述
を
記
載

『
論
語
後
案
』

【　

】
は
『
後
案
』
所
載
の
出
拠

お
よ
び
書
入
れ
の
別
を
記
載

備
考

「
學
而
時
習
之
」
節
の
「
折
中
」

折
中
１
「
子
」
男
子
之
通
稱
【
馬
融
】

馬
曰
子
者
男
子
之
通
稱
。【
集

解
】

折
中
２

亦
為
嘉
稱
【
顔
師
古
】

顔
師
古
説

は
書
入
に

見
え
ず
。

折
中
３

尊
稱

【
王
肅
曰
、子
者
有
德
有
爵
之
通
稱
。】〔
馬
曰
子
者
男
子
之
通
稱
の
通

字
の
横
に
〕
尊
。【
書
入
】

折
中
４

此
「
子
」
謂
孔
子
而
省
姓
者
。
内
辭

也【徂
徠
曰
、
如
春
秋
公
魯
侯
。】

馬
曰
【
中
略
】
謂
孔
子
也
。【
集

解
】

徂
徠
説
は

書
入
に
見

え
ず
。

折
中
５

「
學
」
謂
讀
書 

肄
業 

所
以
知
道
而

行
也
。

「
学
」
謂
讀
書
。【
後
案
】

彦
按
肄
業
乃
是
學
。【
書
入
】

彦
按
、「
學
」
者
知
所
以
行
之

道
也
。【
書
入
】

折
中
６
「
時
」
時
々
也
。

既
學
而
又
時
時
習
之
【
集
注
】

折
中
７

「
習
」
與
「
習
相
遠
」
之
「
習
」
同
、

亦
與
「
温
故
知
新
」
之
「
温
」
相
近
、

所
以
不
忘
不
失
而
熟
于
心
成
于
身

也
。

彦
按
【
中
略
】「
習
」
則
有
実

行
躬
践
之
意
。
孔
子
曰
「
性
相

近
、
習
相
遠
也
。」「
習
」
指
行

迹
、
可
知
矣
。【
書
入
】

彦
按
、「
學
而
時
習
」
之
「
習
」

即「
溫
故
」之「
溫
」也
。【
書
入
】

折
中
８

「
亦
」字
、旁
及
之
辭
。「
説
」與「
喜
」

不
同
。「
喜
」
者
發
揚
于
外
。「
説
」

者
自
得
于
内
【
亦
悦
、
履
軒
】。

履
軒
曰
（
中
略
）「
亦
」
旁
及
之

辞
。物
氏
曰
、「
不
亦
乎
」賛
辞
。

彦
按
、
履
軒
説
是
也
。【
書
入
】

履
軒
説
の

一
部
は
書

入
に
見
え

ず
。

「
有
朋
自
遠
方
來
」
節
の
「
折
中
」

折
中
９
「
朋
」、
同
類
也
。【
朱
注
】

「
朋
」、
同
類
也
。【
集
注
】

折
中
10

篆
文
二
鳥
曰「
朋
」。同
臭
味
之
人
也
。

【
帆
足
萬
里
】

帆
曰
、
篆
文
二
鳥
曰
朋
。
同
臭

味
之
人
也
。【
書
入
】

折
中
11

「
朋
」
者
、
古
「
鳳
」
字
。
鳳
為
四

靈
之
一
。
其
飛
也
、
群
鳥
以
萬
相
從

焉
。【
宦
伯
銘
】

『
論
語
稽
』
云
、「
朋
」
者
、
古

「
鳳
」
字
。
鳳
為
四
靈
之
一
。

其
飛
也
、
羣
鳥
以
萬
相
從
、
故

承
上
以
習
喩
學
而
言
樂
。【
書

入
】

※�『
論
語
稽
』
は
宦
懋
庸【
字
伯
銘
】

の
著

折
中
12

自
遠
方
來
者
、
遠
人
猶
且
知
其
學
德

行
誼
而
入
門
從
學
也
。

【
履
軒
云
、孔
子
於
門
人
、亦
毎
稱
朋
。

「
朋
友
死
無
所
歸
」
之
類
亦
多
。】

自
遠
方
來
、
則
近
者
可
知
。【
集

注
】

履
軒
云
、
近
者
未
足
以
為
楽
、

故
唯
挙
遠
方
耳
。孔
子
於
門
人
、

亦
毎
称
「
朋
」。「
朋
友
死
無
所

歸
」
之
類
亦
多
。

「
人
不
知
而
不
慍
」
節
の
「
折
中
」

折
中
13

「
慍
」、
不
平
于
心
而
鬱
悶
于
懷
也
。

【
何
晏
曰
、「
慍
」
怒
也
。
朱
註
曰
、

含
怒
意
。
徂
徠
曰
、「
慍
」「
鬱
」、

一
言
之
轉
。
履
軒
曰
、
謂
怒
氣
蘊
蓄

于
胸
中
。
蘭
洲
曰
、
蓋
怒
之
蘊
于
中
。

萬
里
曰
、
積
于
中
不
發
之
謂
。】

「
慍
」、
怒
也
、【
集
解
】

「
慍
」、
含
怒
意
。【
集
注
】

物
氏
曰
（
中
略
）「
慍
」「
鬱
」、

一
音
之
轉
、不
必
訓「
怒
」。【
書

入
】

『
非
物
』曰
、盖
怒
之
蘊
于
中
也
。

【
書
入
】

帆
曰
、
積
于
中
不
發
之
謂
。【
書

入
】

履
軒
説
の

み
書
入
に

見
え
ず
。
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に
注
記
し
た
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、『
集
釈
』「
折
中
」
の
記
述
が
ほ

ぼ
『
後
案
』
書
入
れ
と
対
応
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

ま
た
両
者
の
記
述
の
形
式
を
比
較
す
る
と
、『
後
案
』
書
入
れ

は
「
馬
曰
…
…
」「
履
軒
曰
…
…
」「
彦
按
…
…
」
な
ど
の
形
式
で

諸
説
を
抜
粋
し
た
り
自
説
を
書
き
付
け
た
り
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ

う
「
折
中
」
は
、
当
該
の
語
に
つ
い
て
の
解
釈
を
端
的
に
整
理
し

て
表
示
し
、
そ
の
後
に
出
拠
を
示
す
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
僅
か

な
差
異
の
よ
う
だ
が
、
実
際
「
折
中
」
の
形
式
で
記
述
す
る
と
な

る
と
一
定
の
作
業
が
必
要
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
当
該
の
語
句

に
つ
い
て
天
囚
が
諸
文
献
の
説
を
把
握
し
た
上
で
、
諸
説
の
妥
当

性
を
比
較
検
討
し
、
選
定
し
た
妥
当
な
解
釈
を
適
当
な
表
現
に
整

理
し
、
本
文
の
語
句
の
順
序
に
沿
っ
て
記
述
し
、
最
後
に
拠
り
所

と
し
た
出
拠
を
示
す
、
と
い
う
一
連
の
編
集
作
業
の
必
要
性
で
あ

る
。『
後
案
』
の
書
入
れ
は
、「
折
中
」
執
筆
に
際
し
て
天
囚
が
行

う
諸
説
の
比
較
検
討
と
い
っ
た
編
集
の
基
礎
作
業
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
編
集
を
経
て
記
さ
れ
た
「
折

中
」
の
内
容
は
、
言
わ
ば
〈
天
囚
の
考
え
る
標
準
解
釈
〉
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

３　
「
參
看
」
に
つ
い
て

次
に
「
參
看
」
に
つ
い
て
、
記
述
を
全
て
抽
出
す
れ
ば
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

１　

為
政
篇
、
子
曰
、
吾
十
有
五
而
志
于
學
。

２　

雍
也
篇
、
子
曰
、
君
子
博
學
於
文
、
約
之
以
禮
。

３　

述
而
篇
、
子
以
四
教
、
文
行
忠
信
。

４　

泰
伯
篇
、
子
曰
、
學
如
不
及
、
猶
恐
失
之
。

５　

�

陽
貨
篇
、
孔
子
曰
、
生
而
知
之
者
、
上
也
。
學
而
知
之

者
、
次
也
。
困
而
學
之
、
又
其
次
也
。
困
而
不
學
，
民

斯
為
下
矣
。（
引
用
者
注
：
正
し
く
は
季
氏
篇
）

６　

�

又
子
曰
、
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
。

�

（
以
上 

学
而
時
習
章
）

７　

子
路
篇
、
葉
公
問
政
。
子
曰
、
近
者
說
、
遠
者
來
。

８　

�

德
不
孤
、
必
有
鄰
。（
引
用
者
注
：
里
仁
篇
。）

�

（
以
上 

有
朋
自
遠
方
來
章
）

９　

易
文
言
、
不
見
是
而
无
悶
。（
引
用
者
注
：
乾
初
九
）

10　

�

中
庸
曰
、
遁
世
不
見
知
而
不
悔
，
唯
聖
者
能
之
。（
引

用
者
注
：
中
庸
章
句
第
十
一
章
）

11　

学
而
篇
、
子
曰
。
不
患
人
之
不
己
知
、
患
不
知
人
也
。

12　

�

里
仁
篇
、
子
曰
、
不
患
無
位
、
患
所
以
立
。
不
患
莫
己

知
、
求
為
可
知
也
。

13　

憲
問
篇
、
子
曰
、
不
患
人
之
不
己
知
、
患
其
不
能
也
。

14　
�

憲
問
篇
、
子
曰
、
莫
我
知
也
夫
。
不
怨
天
、
不
尤
人
。

知
我
者
、
其
天
乎
。

15　

�
先
進
篇
、
居
則
曰
、
不
吾
知
也
。
如
或
知
爾
、
則
何
以
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哉
。

16　
�

衛
靈
公
篇
、
子
曰
、
君
子
病
無
能
焉
、
不
病
人
之
不
己

知
也
。

�

（
以
上 

人
不
知
而
不
慍
章
）

こ
れ
ら
「
參
看
」
に
収
め
る
、『
論
語
』
本
文
を
理
解
す
る
の
に

参
考
と
な
る
文
言
は
、
ほ
ぼ
『
論
語
』
の
章
句
が
占
め
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
文
言
は
、『
後
案
』
書
入
れ
に
お
い
て
、
多
く

〇
（
圏
点
）
あ
る
い
は
「
彦
按
」
の
標
示
の
下
に
記
さ
れ
、
あ
る

い
は
天
囚
が
引
用
し
た
諸
説
の
中
に
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の

学
而
時
習
之
章
の
場
合
で
は
、
８
・
11
・
14
・
16
は
〇
の
下
に
記

し
、
４
・
５
・
６
・
７
・
12
・
13
は
「
彦
按
」
の
下
に
記
す
。
そ

の
他
、
３
は
『
非
物
』
の
引
用
中
に
、
９
・
10
は
物
氏
・
阮
氏
の

引
用
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、『
後
案
』
書
入
れ
に
見
え
な
い
の
は
１
・
２
・

15
の
み
で
あ
る
。
な
お
１
に
つ
い
て
は
、
天
囚
は
黄
式
三
「
後
案
」

の
記
載
「
此
章
三
節
皆
孔〇

子〇

一〇

生〇

事〇

實〇

。
篇
終
曰
『
不
知
命
、
無

以
為
君
子
』
與
此
終
始
相
應
也
」
に
圏
点
を
付
し
て
着
目
し
、
こ

の
章
の
天
囚
「
私
案
」
の
末
尾
に
も
「
此
一
章
、
自
夫
子
體
驗
來

而
包
含
夫
子
一
生
行
事
。
士
苟
志
于
學
、
則
不
可
無
此
氣
概
焉
」

と
記
す
。
一
章
の
趣
旨
か
ら
孔
子
一
生
の
学
問
の
最
初
に
当
た
る

「
十
有
五
而
志
學
」
を
想
起
し
、『
集
釈
』
編
集
時
に
加
え
た
も
の

と
推
測
で
き
る
。

更
に
「
參
看
」
と
『
後
案
』
書
入
れ
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
を

示
す
事
例
と
し
て
、
５
が
陽
貨
篇
と
し
て
引
用
す
る
「
孔
子
曰
、

生
而
知
之
者
、
上
也
。
…
…
」
は
、
正
し
く
は
季
氏
篇
の
一
節
で

あ
る
が
、『
後
案
』書
入
れ
も
誤
っ
て
陽
貨
篇
と
し
て
い
る
。ま
た
、

８
は
「
德
不
孤
、
必
有
隣
」
と
の
み
記
し
て
篇
名
を
記
さ
な
い
が
、

『
後
案
』
書
入
れ
も
「
〇
徳
不
孤
、
必
有
隣
、
所
以
有
朋
自
遠
方

来
也
。」
と
し
て
篇
名
を
記
さ
な
い
。
こ
れ
ら
の
共
通
点
か
ら
見 

て
、『
集
釈
』「
參
看
」が
参
考
に
挙
げ
る
文
言
は
基
本
的
に『
後
案
』

書
入
れ
を
基
に
編
集
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

４　
「
異
説
」
に
つ
い
て

次
に
「
異
説
」
に
つ
い
て
、
記
述
を
全
て
抽
出
す
る
と
次
の
通

り
で
あ
る
。

１　

�

王
肅
曰
、
誦
習
以
時
。
皇
侃
曰
、
學
有
三
時
。
一
身
中

時
、
二
年
中
時
、
三
日
中
時
。
履
軒
曰
、
時
如
時
措
之

時
。
謂
當
其
時
修
業
嘗
學
者
。

２　

�（
欄
外
）
徂
徠
曰
、「
人
不
知
」、
謂
不
見
用
於
世
也
。

安
井
息
軒
從
之
。

３　
�（

欄
外
）皇
疏
・
邢
疏
云
、教
之
不
知
、不
以
慍
而
棄
之
、

善
與
人
同
、
不
忍
自
私
、
亦
誨
人
不
倦
之
道
也
。

１
は
「
時
習
之
」
の
「
時
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、「
折
中
」
に
記

し
た
「『
時
』、
時
々
也
」
と
い
う
朱
注
の
解
釈
と
は
異
な
る
説
を
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示
す
。
２
・
３
は
「
人
不
知
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、「
折
中
」
に

特
に
挙
げ
な
い
が
、「
參
看
」
に
列
挙
し
た
10
・
11
・
12
・
13
・

14
・
15
・
16
に
共
通
す
る
「
他
人
が
自
分
の
こ
と
を
分
か
っ
て
く

れ
な
い
」
と
い
う
通
説
と
は
異
な
る
説
を
示
す
。
こ
れ
か
ら
見
る

と
「
異
説
」
は
、「
折
中
」
に
記
す
よ
う
な
天
囚
が
妥
当
と
す
る

解
釈
や
天
因
が
特
記
し
な
い
通
説
と
は
異
な
る
説
を
提
示
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
「
異
説
」
は
天
囚
の
考
え
る
妥

当
性
を
基
準
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
通
説
が
「
異
説
」
と
な

る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
為
政
篇
の
子
貢
問
君
子
章
「
先
行
其

言
而
後
從
之
」
に
つ
い
て
、「
折
中
」
は
「
先
行
」
で
句
切
る
の

を
妥
当
と
し
、「
先
ず
行
ひ
、
其
の
言
は
而し
か

る
後
に
之
に
従
ふ
」

と
解
釈
す
る
。
よ
っ
て
、
一
般
に
知
ら
れ
る
朱
注
の
説
「
先
ず
其

の
言
を
行
ひ
、
而
る
後
に
之
に
従
ふ
」
が
「
異
説
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。

さ
て
、「
異
説
」
と
『
後
案
』
書
入
れ
と
の
関
係
を
見
る
と
、

１
の
王
肅
説
は
『
後
案
』
所
載
の
『
集
解
』
に
見
え
、
皇
侃
説
は

『
後
案
』
の
行
間
に
朱
筆
で
「
皇
疏
云
學
有
三
時
」
の
書
入
れ
が

あ
る
。
履
軒
説
は
『
後
案
』
の
欄
外
に
墨
筆
で
「
履
軒
曰
、『
學
』

與
『
習
』
同
類
而
異
事
」
と
の
書
入
れ
が
あ
る
が
、
し
か
し
「
時

如
時
措
之
時
」
の
文
言
は
記
さ
れ
な
い
。
２
・
３
は
と
も
に
『
集

釈
』
の
欄
外
に
記
さ
れ
る
た
め
、
い
っ
た
ん
『
集
釈
』
の
当
該
章

の
記
述
を
終
え
て
後
、
新
た
に
発
見
し
た
異
説
と
し
て
欄
外
に
書

入
れ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
と
も

に
『
後
案
』
書
入
れ
に
見
え
な
い
。
以
上
の
状
況
に
よ
る
と
、『
集

釈
』
の
「
異
説
」
も
基
本
的
に
は
『
後
案
』
所
載
の
説
や
天
囚
の

書
入
れ
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い

え
、『
後
案
』
に
書
入
れ
て
は
い
な
い
が
存
在
を
認
識
し
て
い
た

異
説
（
例
え
ば
上
記
の
履
軒
「
時
如
時
措
之
時
」）
を
『
集
釈
』

に
記
す
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
「
異
説
」
に
限
ら
ず

「
折
中
」「
參
看
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。『
集
釈
』（
少
な
く

と
も
当
該
部
分
の
執
筆
）
が
い
っ
た
ん
成
っ
た
後
に
天
囚
が
新
た

に
見
つ
け
た
よ
う
な
説
等
は
、
も
は
や
『
後
案
』
に
新
た
に
書
入

れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、『
集
釈
』
の
欄
外
に
追
記
す
る
形
で
集
約

さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
集
釈
』
欄
外
へ
の
追
記
に
関
し
て
興
味
深
い
こ
と
は
、
欄
外

に
押
さ
れ
る
印
の
種
目
は
「
參
看
」「
異
説
」
そ
し
て
後
に
言
及

す
る
「
集
釋
」
ば
か
り
で
、「
折
中
」
が
一
つ
も
見
当
た
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
折
中
」
の
執
筆
の
過
程
や
性
格
を
考
え

る
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。
前
述
の
と
お
り
「
折
中
」
に
は
、〈
諸

説
を
勘
案
し
て
妥
当
な
解
釈
を
選
択
し
配
列
す
る
〉
と
い
う
天
囚

の
一
定
の
編
集
の
手
が
加
わ
っ
た
と
推
測
さ
れ
た
。
と
す
れ
ば
、

「
參
看
」「
異
説
」「
集
釋
」
の
よ
う
に
後
か
ら
気
づ
い
た
り
目
に
し

た
り
し
た
説
を
「
〇
〇
曰
…
…
」「
彦
按
…
…
」
と
い
っ
た
手
軽

で
自
由
な
形
式
で
欄
外
に
追
記
す
る
と
い
う
方
法
を
採
れ
る
も
の
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で
は
な
い
。
欄
外
に
「
折
中
」
が
見
え
な
い
事
実
か
ら
も
、
前
述

の
「
折
中
」
の
執
筆
過
程
と
性
格
が
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

５　
「
私
案
」
に
つ
い
て

最
後
に
、「
私
案
」
に
つ
い
て
、
記
述
を
全
て
抽
出
す
れ
ば
次

の
通
り
で
あ
る
。

１　

學
而
知
、
習
而
熟
、
則
説
。
與
「
困
而
不
學
」
相
反
。

２　

�

包
咸
曰
、
同
門
曰
「
朋
」。
鄭
玄
曰
、
同
志
曰
「
友
」。

然
則
「
朋
」
是
猶
如
「
友
」。
是
□
□
。「
道
不
同
者
」 

「
不
如
己
者
」、
非
朋
友
。
二
字
不
必
分
解
。

３　

�

公
冶
長
篇
「
子
張
曰
、
令
尹
子
文
三
仕
為
令
尹
、
無
喜

色
。
三
已
之
、
無
慍
色
。」
慍
色
是
慍
之
出
于
色
也
。

凡
成
德
謂
之
君
子
【
顔
師
古
】。

４　

�

何
以
「
成
德
謂
之
君
子
」。
嘗
聞
諸
先
師
云
、
古
之
人

君
以
德
兼
師
、
無
德
則
不
可
以
為
君
。
既
為
人
君
、
其

德
可
知
也
。
君
之
子
繼
父
為
君
、
故
不
可
不
養
德
。
養

德
為
嗣
、
人
尊
曰
君
子
。
君
子
、
成
德
之
稱
也
。『
史
記
』

「
禹
子
啓
天
下
屬
意
焉
。
及
禹
崩
、
雖
授
益
、
益
之
佐

禹
日
淺
、
天
下
未
洽
。
故
諸
侯
皆
去
益
而
朝
啓
、
曰
、

吾
君
帝
禹
之
子
也
。」
君
子
之
稱
、
其
本
于
此
歟
。
君

子
之
語
、
原
兼
位
與
德
而
言
。
至
後
世
有
位
亦
稱
君
子
、

有
德
亦
稱
君
子
。
猶
紳
士
二
字
、
實
謂
搢
紳
而
在
野
士

人
有
德
望
名
譽
者
、
亦
稱
紳
士
也
。
〇
學
者
、
所
以
學

為
成
德
之
君
子
也
。
學
習
成
效
・
知
行
合
一
、
可
以
謂

君
子
乎
。
曰
、
然
。
然
獨
善
其
身
猶
不
可
也
。
不
可
不

及
善
於
人
也
。
學
德
既
成
、
知
行
既
全
、
人
皆
知
之
而

遠
人
猶
且
來
從
受
教
。
則
誨
而
不
倦
、
可
以
謂
君
子
乎
。

曰
、
然
。
然
樂
人
之
知
己
者
、
亦
或
慍
人
之
不
己
知
、

殆
其
德
未
成
焉
。
人
不
知
己
而
無
朋
自
遠
近
來
者
、
猶

且
怡
然
自
得
于
中
、
無
鬱
悶
不
平
之
氣
、
非
成
德
之
君

子
、
則
不
能
也
。
君
子
之
志
在
于
天
下
後
世
、
任
重
而

道
遠
、
不
得
于
時
、
則
期
於
後
世
。
夫
子
之
所
以
刪
六

経
也
。
此
一
章
、
自
夫
子
體
驗
來
而
包
含
夫
子
一
生
行

事
。
士
苟
志
于
學
、
則
不
可
無
此
氣
概
焉
。

１
は
「
參
看
」
に
「
陽
貨
篇
、
孔
子
曰
、（
中
略
）
困
而
不
學
，

民
斯
為
下
矣
。」（
正
し
く
は
季
氏
篇
）と
し
て
収
め
、か
つ『
後
案
』

書
入
れ
で
も
「
又
按
」
と
し
て
記
す
『
論
語
』
の
一
節
と
学
而
時

習
之
章
と
の
対
応
関
係
を
指
摘
す
る
も
の
。
２
は
『
集
解
』
所
引

の
包
咸
説
「
同
門
曰
『
朋
』」
お
よ
び
皇
疏
か
ら
の
抽
出
で
あ
ろ

う
鄭
玄
説
「
同
志
曰
『
友
』」
に
基
づ
き
、「
朋
」「
友
」
は
同
義

で
あ
る
と
の
理
解
を
示
し
、さ
ら
に「
道
不
同
者
」（
衛
霊
公
篇
）・

「
不
如
己
者
」（
学
而
篇
・
子
罕
篇
）
と
の
関
連
に
言
及
す
る
も
の
。

３
は
「
慍
」
に
つ
い
て
、『
後
案
』
書
入
れ
に
も
「
彦
按
」
と
し

て
記
す
公
冶
長
篇
の
一
節
と
関
連
さ
せ
て
意
味
を
補
足
し
、
か
つ
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顔
師
古
説
に
拠
り
「
君
子
＝
成
徳
」
と
す
る
天
囚
自
身
の
理
解
を

示
す
も
の
。
４
は
３
で
示
し
た
「
君
子
＝
成
徳
」
に
つ
い
て
、「
嘗

て
諸
を
先
師
に
聞
く
」
と
天
囚
が
師
か
ら
受
け
た
教
え
に
基
づ
い

て
自
説
を
述
べ
る
も
の
。
ま
た
「
〇
學
者
、
所
以
學
為
成
德
之
君

子
也
」
以
下
は
、
学
而
時
習
之
章
に
絡
め
て
天
囚
自
身
の
学
問
観

を
述
べ
る
、一
種
の
議
論
文
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。こ
の「
私

案
」
４
に
関
し
て
は
、『
後
案
』
書
入
れ
に
次
の
記
述
が
見
え
る
。

彦
按
、「
學
」
者
、
知
所
以
行
之
道
也
。「
習
」
者
、
合
知
行

而
言
。
既
知
既
行
、
學
德
既
成
、
遠
方
之
人
知
之
而
來
從
。

其
樂
宜
矣
。
樂
人
之
知
己
而
自
遠
方
來
、
則
慍
人
之
不
知
者
、

人
之
常
性
也
。
而
不
慍
于
中
、
亦
豈
非
君
子
乎
。
非
君
子
、

則
不
能
不
慍
也
。「
慍
」、「
樂
」
之
反
對
也
。

学
・
習
に
よ
っ
て
学
問
・
人
徳
を
成
す
の
が
君
子
で
あ
り
、
人
が

理
解
せ
ず
と
も
不
平
を
抱
か
な
い
の
は
、
君
子
の
み
が
で
き
る
こ

と
だ
と
記
す
こ
の
書
入
れ
は
、「
私
案
」
の
趣
旨
と
一
致
す
る
。

以
上
か
ら
「
私
案
」
は
、
諸
説
や
関
連
す
る
『
論
語
』
の
一
節
な

ど
に
基
づ
い
て
自
身
の
考
え
を
実
証
し
た
り
論
述
し
た
り
す
る
、

天
囚
の
創
意
が
窺
え
る
部
分
だ
と
い
え
る
。
か
つ
『
後
案
』
書
入

れ
と
の
関
連
も
見
て
取
れ
た
。

三　

�

為
政
篇 

攻
乎
異
端
章
以
前
の
「
折
中
」
と

以
降
の
「
集
釋
」
と

前
節
で
は
、
学
而
時
習
之
章
を
例
に
『
集
釈
』
の
「
折
中
」「
異

説
」「
參
看
」「
私
案
」
を
通
覧
し
、
各
部
分
の
形
式
や
性
格
お
よ

び
『
後
案
』
と
の
関
連
を
確
認
し
た
。
本
節
で
は
『
集
釈
』
の
「
折

中
」
印
が
「
集
釋
」
印
に
代
わ
る
前
後
に
お
け
る
形
式
や
内
容
の

変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

１　

攻
乎
異
端
章
以
前
の
「
折
中
」

ま
ず
、「
折
中
」
印
が
最
後
に
使
わ
れ
る
為
政
篇
の
攻
乎
異
端

章
お
よ
び
直
前
の
三
章
（
子
貢
問
君
子
章
、
君
子
周
而
不
比
章
、

學
而
不
思
章
）
の
「
折
中
」
部
分
を
抽
出
し
『
後
案
』
と
の
対
応

関
係
を
示
す
（
表
２
）。
何
れ
の
章
も
『
集
釈
』「
折
中
」
と
『
後
案
』

書
入
れ
と
の
対
応
が
確
認
で
き
、
い
っ
た
ん
『
後
案
』
に
書
入
れ

た
後
、『
集
釈
』
執
筆
に
際
し
て
「
折
中
」
に
転
載
し
た
と
推
測

さ
れ
る
。

た
だ
し
、『
後
案
』
に
書
入
れ
ず
に
「
折
中
」
に
記
し
た
記
述

も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
学
而
時
習
之
章
の
「
折
中
」
と
攻
乎
異

端
章
ほ
か
三
章
の
「
折
中
」
と
の
記
述
形
式
を
比
較
す
る
と
差
異

が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
学
而
時
習
之
章
の
「
折
中
」
の
記
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表
２　

為
政
篇 

攻
乎
異
端
章
の
「
折
中
」　
『
論
語
集
釈
』
と
『
論
語
後
案
（
含
む
書
入
れ
】』
と
の
対
照
表　

『
論
語
集
釈
』

【　

】［　

］
は
割
注
の
記
述
を
記
載

『
論
語
後
案
』

【　

】
は『
後
案
』
所
載
の
出
拠

お
よ
び
書
入
れ
の
別
を
記
載

備
考

子
貢
問
君
子
章

折
中
１

「
先
行
」
句
。

【『
後
案
』
云
、
金
氏
『
攷
證
』
取
程
子

説
、
讀
「
先
行
」
為
句
。『
夢
溪
筆
談
』

［「
先
行
」當
爲
句
、「
其
言
」自
當
後
也
。］

郝
氏『
詳
解
』［「
先
行
」斷
句
。］『
句
讀
』

亦
同
。
翟
晴
江
從
之
矣
。】

金
氏
『
攷
證
』
取
程
子
説
、

讀
「
先
行
」
為
句
。『
夢
溪

筆
談
』、
郝
氏
『
詳
解
』、『
句

讀
』、亦
同
。翟
晴
江
從
之
矣
。

【『
後
案
』】

沈
括
『
夢
溪
筆
談
』
云
、「
先

行
」
當
爲
句
、「
其
言
」
自

當
後
也
。【
書
入
】

郝
敬
『
論
語
詳
解
』
云
、「
先

行
」
斷
句
。【
書
入
】

折
中
２
「
其
言
而
後
從
之
」、
倒
装
法
。
與
『
左

傳
』【
宣
十
二
年
】「
公
喜
而
後
可
知
也
」

同
。【
息
軒
】

息
軒
説
は

書
入
に
見

え
ず
。

折
中
３

先
有
急
意
、
後
有
緩
意
。
非
後
必
言
之
。

【
履
軒
】

履
軒
曰
、
先
有
急
意
、
後
有

緩
意
。非
後
必
言
之
。【
書
入
】

君
子
周
而
不
比
章

折
中
１

朱
曰
、「
周
」、
普
徧
也
。「
比
」、
偏
黨

也
。【
集
注
】
〇
孔
曰
、
忠
信
為
「
周
」、

阿
黨
為
「
比
」。【
集
解
】
二
説
意
同
。

【
邢
昺
云
、
二
句
、
魯
語
文
也
。
〇
皇

侃
云
、「
周
」是
博
遍
之
法
、故
謂
忠
信
。

「
比
」
是
親
狎
之
法
、
故
謂
為
阿
黨
耳
。

若
互
而
言
、「
周
」
名
亦
有
惡
、「
比
」
名

亦
有
善
。
故
『
春
秋
傳
』
云
、「
是
謂

比
周
」。『
易
』
卦
有
「
比
」、
比
則
是
輔
。

里
仁
云
、「
君
子
義
與
比
」。
比
則
是
親
。

今
以
「
周
」
對
「
比
」、
故
以
為
惡
耳
。】 「

周
」、
普
徧
也
。「
比
」、
偏

黨
也
。【
集
注
】

孔
曰
、
忠
信
為
「
周
」、
阿

黨
為
「
比
」。【
集
解
】

〔「
孔
曰
忠
信
為
周
」
の
横
に

朱
筆
で
〕魯
語
之
文
。【
書
入
】

皇
侃
説
の

み
書
入
に

見
え
ず
。

学
而
不
思
章

折
中
１

包
曰
、
罔
然
無
所
得
。
朱
曰
、
昏
而
無

得
。

〇
物
曰
、
殆
如
「
多
見
闕
殆
」
之
「
殆
」。

王
念
孫
【
讀
書
雑
識
】
曰
、『
史
記
』

扁
鵲
倉
公
傳
「
拙
者
疑
殆
」。「
殆
」
亦

疑
也
。

〇
程
子
曰
、
博
學
、
審
問
、
愼
思
、
明

辨
、
篤
行
、
五
者
廢
其
一
、
非
學
也
。

包
曰
、罔
然
無
所
得
。【
集
解
】

不
求
諸
心
、
故
昏
而
無
得
。

【
集
注
】

王
念
孫『
讀
書
雑
識
』云
、『
史

記
』
扁
鵲
倉
公
傳
「
拙
者
疑

殆
」。「
殆
」亦
疑
也
。【
書
入
】

程
子
曰
、
博
學
、
審
問
、
愼

思
、
明
辨
、
篤
行
、
五
者
廢

其
一
、
非
學
也
。【
集
注
】

徂
徠
説
の

み
書
入
に

見
え
ず
。

攻
乎
異
端
章

折
中
１

「
攻
」、
治
也

【
何
曰
、「
攻
」、
治
也
。
朱
注
、
范
氏
曰
、

「
攻
」、
専
治
也
。
故
治
木
石
金
玉
之
工

曰
攻
。案
本『
周
礼
』。〇
履
軒
曰
、「
攻
」

比
於
治
、
稍
有
費
力
之
意
。
案
范
氏
加

「
専
」字
為
此
也
。然
不
必
加「
専
」字
。】

　

※
「
案
」
は
と
も
に
天
囚
の
案
語
。

「
攻
」、
治
也
。【
集
解
】

范
氏
曰
、「
攻
」、
専
治
也
。

故
治
木
石
金
玉
之
工
曰
攻

【
集
注
】

履
軒
曰
、「
攻
」
比
於
治
、

稍
有
費
力
之
意
。【
書
入
】

折
中
２

異
端
、
小
道
也

【
山
本
北
山
『
論
語
一
貫
』
曰
、
凡
士

之
於
事
、
一
則
成
、
二
則
敗
。
況
志
於

先
王
之
道
而
惑
求
他
道
者
。
焉
能
成
其

所
志
。
因
引
子
張
篇
及
『
荀
子
』
儒
效

篇
曰
「
異
端
、
小
道
、
百
家
」
也
。
〇

息
軒
曰
、
異
端
即
子
夏
所
謂
「
小
道
、

亦
有
必
有
可
觀
者
焉
」。
故
人
或
學
之
。

然
「
致
遠
恐
泥
」、
若
旁
治
之
、
心
有

所
分
而
不
能
深
造
於
聖
人
之
道
、
於
事

又
有
所
不
達
。
正
足
以
招
害
而
已
。
子

張
篇
、
子
夏
之
言
、
蓋
述
夫
子
此
語
也
。

息
軒
此
説
、
蓋
本
北
山
。】

北
山
説
、

息
軒
説
と

も
書
入
等

に
見
え
ず
。
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述
形
式
は
、
前
述
の
と
お
り
「『
子
』
男
子
之
通
稱
【
馬
融
】」、 

「『
朋
』、
同
類
也
。【
朱
注
】」、「『
慍
』、
不
平
于
心
而
鬱
悶
于
懷
也
。

【
何
晏
曰
、「
慍
」
怒
也
。
朱
註
曰
、
含
怒
意
。（
後
略
）】」
の
よ

う
に
、
天
囚
が
妥
当
と
見
な
す
解
釈
を
先
に
記
し
、
後
に
諸
説
の

出
拠
を
付
記
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
為
政
篇
の
四
章
は
、
子

貢
問
君
子
章
の
「『
先
行
』
句
。【『
後
案
』
云
…
…
】」「
先
有
急
意
、

後
有
緩
意
。
非
後
必
言
之
。【
履
軒
】」
の
よ
う
に
解
釈
を
先
に
す

る
も
の
も
あ
る
が
、「
朱
曰
…
…
。
孔
曰
…
…
。」
と
い
っ
た
出
拠

ご
と
の
引
用
が
目
立
つ
。

こ
の
「
折
中
」
の
記
述
形
式
に
差
異
が
あ
る
理
由
を
推
測
す
る

に
、『
集
釈
』
執
筆
開
始
時
と
執
筆
が
進
ん
だ
時
点
と
の
編
集
の

方
法
の
違
い
（
変
化
）
を
表
す
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
学

而
篇
の
「
折
中
」（
執
筆
開
始
時
）
で
は
、
前
述
の
と
お
り
、
天

囚
が
諸
説
の
妥
当
性
を
比
較
検
討
し
、
選
定
し
た
解
釈
を
適
当
な

表
現
に
整
理
す
る
と
い
っ
た
一
連
の
編
集
作
業
が
必
要
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
為
に
は
基
礎
作
業
と
し
て
『
後
案
』
書
入
れ
の
よ
う
な

諸
説
の
抄
出
が
望
ま
れ
た
。
学
而
時
習
之
章
の
「
折
中
」
と
『
後

案
』
書
入
れ
と
が
ほ
ぼ
対
応
し
た
の
は
、
諸
説
の
抄
出
と
い
う
基

礎
作
業
が
十
分
な
さ
れ
た
上
で
「
折
中
」
が
編
集
さ
れ
た
た
め
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
為
政
篇
の
「
折
中
」
に
見
え
る
、「
朱
曰
…
…
。
孔

曰
…
…
。」
と
い
っ
た
、
諸
説
を
出
拠
ご
と
に
表
示
す
る
記
述
形

式
は
、
ど
の
文
献
に
ど
ん
な
説
が
見
え
る
か
を
お
お
む
ね
把
握
し

て
い
れ
ば
、
執
筆
に
際
し
て
〈
諸
説
の
解
釈
を
比
較
・
検
討
・
整

理
す
る
〉
と
い
う
作
業
が
不
要
な
た
め
、
本
文
の
当
該
語
句
の
順

に
直
接
「
折
中
」
に
引
用
し
て
い
け
ば
よ
い
。
君
子
周
而
不
比
章

の
皇
侃
説
、
攻
乎
異
端
章
の
山
本
北
山
説
・
息
軒
説
は
こ
の
よ
う

に
し
て
、『
後
案
』
へ
の
書
入
れ
を
経
る
こ
と
な
く
、「
折
中
」
に

直
接
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
為
政
篇
の
攻
乎

異
端
章
ほ
か
三
章
の
「
折
中
」
の
記
述
は
、
同
じ
「
折
中
」
印
の

下
に
あ
る
と
は
い
え
、「
諸
説
を
集
め
て
比
較
検
討
し
て
妥
当
な

解
釈
を
選
定
し
た
も
の
」
と
い
う
『
集
釈
』
執
筆
開
始
当
初
の
性

格
と
は
異
な
り
、「
天
囚
が
妥
当
と
見
な
す
解
釈
を
集
め
た
も
の
」

と
い
う
性
格
に
変
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

２　

攻
乎
異
端
章
以
降
の
「
集
釋
」

そ
れ
で
は
、
攻
乎
異
端
章
の
次
の
章
か
ら
使
わ
れ
る
「
集
釋
」

印
の
部
分
の
形
式
・
内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
攻

乎
異
端
章
の
直
後
の
三
章
（
由
誨
女
知
之
乎
章
、
子
張
學
干
禄
章
、

哀
公
問
曰
何
為
則
民
服
章
）
の
「
集
釋
」
の
記
述
を
抽
出
す
る
。

由
誨
女
知
之
乎
章

１　
�

朱
曰
、「
由
」、
孔
子
弟
子
。
姓
仲
、
字
子
路
。
子
路
好

勇
。
蓋
有
強
其
所
不
知
以
為
知
者
。

【
南
冥
曰
、子
路
使
子
羔
為
費
宰
。子
曰
、賊
夫
人
之
子
。
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子
路
曰
、
有
民
人
焉
、
有
社
稷
焉
。
何
必
讀
書
、
而
後

為
學
。
子
路
曰
、
衛
君
待
子
而
為
政
、
子
將
奚
先
。
子

曰
、
必
也
正
名
乎
。
子
路
曰
、
有
是
哉
、
子
之
迂
也
。

奚
其
正
。
子
畏
於
匡
、
子
路
怒
、
奮
戟
將
與
之
戰
。
陳

蔡
之
厄
、
子
路
慍
、
見
曰
、
夫
子
之
歌
禮
與
。
此
數
者
、

皆
強
其
所
不
知
、
而
觸
犯
夫
子
。
才
性
之
蔽
、
可
以
見

焉
。
故
子
曰
、
由
、
知
德
鮮
矣
。
或
曰
、
野
哉
由
也
。

君
子
於
其
所
不
知
闕
如
。】

〔
朱
注
の
続
き
〕
故
夫
子
告
之
曰
、
吾
教
女
以
知
之
之

道
乎
。
但
所
知
者
、
則
以
為
知
、
所
不
知
者
、
則
以
為

不
知
。
如
此
則
雖
或
不
能
盡
知
、
而
自
欺
之
蔽
、
亦
不

害
其
為
知
矣
。（『
後
案
』
か
ら
の
抽
出
）

子
張
学
干
禄
章

１　

�

鄭
曰
、「
子
張
」、
弟
子
也
。
姓
顓
孫
、
名
師
。「
干
」、

求
也
。「
祿
」、
祿
位
也
。

【
朱
曰
、「
祿
」、
仕
者
之
奉
也
。】

２　

包
曰
、「
尢
」、
過
也
。

【
程
子
曰
、
罪
自
外
至
者
。
悔
自
內
出
。】

〔
同
じ
く
包
説
〕「
殆
」、
危
也
。

【
呂
氏
曰
、
疑
者
所
未
信
、
殆
者
所
未
安
。】

３　

朱
曰
、
闕
疑
殆
者
擇
之
精
、
慎
言
行
者
守
之
約
。

【
息
軒
曰
、
聞
見
言
行
、
皆
互
文
。】

〔
朱
注
の
続
き
〕凡
言
在
其
中
者
、皆
不
求
而
自
至
之
辭
。

４　

程
子
曰
、
使
定
其
心
而
不
為
利
祿
動
。

【
徂
徠
曰
、
宋
儒
之
學
、
遠
於
人
情
。】

哀
公
問
曰
何
為
則
民
服
章

１　

�

朱
曰
、「
哀
公
」、
魯
君
、
名
蔣
。「
孔
子
對
曰
」
者
、

尊
君
也
。

【
履
軒
曰
、孔
子
對
於
季
氏
而
稱
焉
。於
微
生
畝
亦
稱
焉
。

蓋
其
所
敬
、則
稱
焉
耳
。註「
尊
君
」、稍
拗
。】（『
後
案
』

書
入
れ
に
見
え
る
）

２　

�

〇
『
困
學
紀
聞
』
引
孫
季
和
説
云
、
擧
直
加
之
枉
之
上
、

則
民
服
。
枉
固
服
於
直
也
。
擧
枉
而
加
之
直
之
上
、
則

民
不
服
。
直
固
非
枉
之
所
能
服
。（『
後
案
』
か
ら
の
抽

出
）

【『
瑯
邪
代
醉
編
』
亦
同
説
。
徂
徠
・
春
臺
・
履
軒
・
南

冥
・
息
軒
・
東
畡
諸
儒
從
之
。】

３　

〇
物
曰
、「
諸
」、
之
乎
也
。

ま
ず
、「
集
釋
」
の
記
述
形
式
を
見
る
と
、
由
誨
女
知
之
乎
章
の

１
の
本
文
は
全
て
『
後
案
』
所
載
の
『
集
注
』
か
ら
の
抜
粋
で
、

そ
の
割
注
は
全
て
南
冥
『
語
由
』
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
先
行
の
学
者
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
形
式
で
の
記
述
で

あ
り
、
妥
当
な
解
釈
を
適
当
な
表
現
に
整
理
す
る
と
い
っ
た
編
集

作
業
の
手
は
加
わ
っ
て
い
な
い
。
次
い
で
子
張
学
干
禄
章
の
１
～
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４
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
『
後
案
』
所
載
の
『
集
解
』『
集
注
』
か
ら

の
抜
粋
、
そ
れ
以
外
は
息
軒
『
集
説
』
と
徂
徠
『
徴
』
か
ら
の
抜

粋
だ
が
、
記
述
は
先
行
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
形
式
で
あ

る
。
最
後
に
哀
公
問
曰
何
為
則
民
服
章
に
つ
い
て
、
１
・
２
の
本

文
は
そ
れ
ぞ
れ
『
後
案
』
所
載
の
『
集
注
』・『
後
案
』（
黄
式
三
説
）

か
ら
の
抜
粋
、
１
割
注
の
履
軒
説
・
３
の
徂
徠
説
は
そ
れ
ぞ
れ 

『
逢
原
』・『
徴
』
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
た
だ
２
の
割
注
は
、
徂

徠
を
は
じ
め
諸
儒
の
解
釈
を
「
諸
儒
從
之
」
と
一
括
し
て
示
し
て

お
り
、
単
に
一
説
の
引
用
と
い
う
の
で
は
な
く
、
天
囚
の
確
認
編

集
の
手
が
加
わ
っ
て
い
そ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
三
章
の
「
集
釋
」
の
記
載
と
『
後
案
』
書
入
れ

と
を
対
照
す
る
と
、『
後
案
』
書
入
れ
に
見
え
る
の
は
哀
公
問
曰

何
為
章
の
１
割
注
の
履
軒
説
「
孔
子
對
於
季
氏
而
稱
焉
云
云
」
の

み
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
集
釈
』
の
為
政
篇
の
半
ば
か
ら
『
後
案
』

書
入
れ
の
分
量
は
少
な
く
な
り
、「
集
釋
」
欄
を
執
筆
す
る
基
礎

作
業
と
し
て
『
後
案
』
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
痕
跡
は
乏
し
い
。

以
上
の
考
察
か
ら
推
測
さ
れ
る
「
折
中
」
か
ら
「
集
釋
」
へ
の

変
化
の
経
緯
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
天
囚
が
『
論
語

集
釈
』
の
執
筆
を
開
始
し
た
時
点
で
は
、「
折
中
」「
參
看
」「
異
説
」

「
私
案
」
の
構
成
を
採
り
、
こ
の
う
ち
「
折
中
」
は
、
天
囚
が
諸

説
か
ら
妥
当
と
見
な
す
解
釈
を
選
定
し
適
当
な
表
現
に
整
理
し
て

出
拠
を
示
す
と
い
う
、
天
囚
の
編
集
の
手
を
要
す
る
部
分
で
あ
っ

た
。
天
囚
は
そ
の
た
め
に
基
礎
作
業
と
し
て
諸
説
を
抜
粋
し
て
黄

式
三
『
論
語
後
案
』
に
書
入
れ
て
お
き
、「
折
中
」
の
執
筆
に
際

し
て
諸
説
の
比
較
検
討
等
に
備
え
、ま
た「
參
看
」「
異
説
」「
私
案
」

の
執
筆
に
際
し
て
材
料
を
得
る
参
考
資
料
と
し
た
。
し
か
し
、『
後

案
』
に
書
入
れ
る
と
い
う
基
礎
作
業
は
、『
集
釈
』
へ
の
転
記
の

手
間
も
併
せ
る
と
多
大
な
時
間
を
要
す
る
。
天
囚
の
『
論
語
』
研

究
が
進
み
、
参
照
す
べ
き
諸
文
献
と
そ
の
内
容
が
お
お
む
ね
把
握

さ
れ
て
く
る
と
、
天
囚
は
予
め
諸
文
献
を
通
覧
し
て
「
折
中
」
に

記
載
す
る
の
に
妥
当
な
解
釈
の
腹
案
を
持
っ
た
上
で
、次
第
に『
後

案
』
に
書
入
れ
る
作
業
を
省
き
、
直
接
『
集
釈
』
に
「
〇
〇
曰

…
…
」
と
い
う
引
用
形
式
で
書
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
作
業
方
法
の
変
化
は
「
折
中
」
の
性
格
を
「
妥
当
な
解
釈
の

集
成
」
と
い
う
も
の
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
天
囚
は
編

集
内
容
の
実
態
に
合
わ
せ
、
為
政
篇
の
攻
乎
異
端
章
の
「
折
中
」

を
最
後
に
、
そ
れ
以
降
を
「
集
釋
」
と
し
、
一
書
の
名
称
も
、
天

囚
自
身
の
解
釈
・
考
え
を
示
す
と
い
う
意
味
の
『
論
語
私
案
』
か

ら
、
諸
解
釈
の
集
成
と
い
う
性
格
に
即
し
た
『
論
語
集
釈
』
に
改

め
た
。四　

『
論
語
後
案
』
と
天
囚
の
学
問
観
と

天
囚
の
『
論
語
』
研
究
に
お
い
て
『
後
案
』
書
入
れ
が
基
礎
作
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業
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
で
は
、
な
ぜ
天
囚
は
基
礎
作
業
の
土
台
と
な
る
テ
キ
ス
ト
に

黄
式
三
『
論
語
後
案
』
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
「
古
注
・

新
注
の
両
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
研
究
の
基
礎
と
す
る
の
に
適

当
な
著
作
」
と
述
べ
た
が
、
単
に
基
礎
資
料
の
参
照
の
便
に
と
ど

ま
ら
な
い
学
術
的
な
意
義
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

黄
式
三
（
乾
隆
五
十
四
・
一
七
八
九
―
同
治
元
・
一
八
六
二
）

は
浙
江
定
海
の
人
で
、
学
問
は
博
く
経
書
全
般
に
及
び
、
鄭
玄
と

朱
熹
と
を
深
く
尊
崇
し
な
が
ら
、
漢
学
・
宋
学
と
い
っ
た
門
戸
の

見
に
拘
泥
せ
ず
、
宋
学
の
形
而
上
学
的
な
側
面
の
流
弊
を
矯
め
る

の
に
、
文
字
・
訓
詁
・
音
韻
・
名
物
・
制
度
・
事
績
な
ど
の
考
証

学
的
知
識
も
応
用
す
る
と
こ
ろ
が
、『
論
語
後
案
』
の
最
大
の
特

徴
で
あ
り
、『
論
語
』
解
釈
史
上
の
成
果
で
あ
っ
た（
９
）。

こ
の
よ
う

な
漢
学
と
宋
学
を
兼
修
し
考
証
学
を
応
用
す
る
と
い
っ
た
黄
式
三

の
学
問
が
、「
詞
章
・
義
理
（
宋
学
）・
考
拠
（
考
証
）」
の
総
合

を
旨
と
す
る
桐
城
派
の
学
術
を
奉
じ
た
天
囚
の
志
向
と
合
致
し

た
、
と
い
う
事
情
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

桐
城
派
は
、
安
徽
省
桐
城
に
出
た
方
苞
（
望
渓
一
六
六
八
―
一

七
四
九
）
か
ら
劉
大
櫆
（
海
峯
一
六
九
八
―
一
七
八
〇
）
そ
し
て

姚
鼐
（
姫
伝
一
七
三
一
―
一
七
八
七
）
へ
と
伝
承
さ
れ
、
乾
隆
嘉

慶
期
に
流
布
し
、
影
響
が
清
末
に
及
ん
だ
文
学
流
派
で
あ
る
。
宋

学
を
基
盤
と
し
、
漢
学
・
考
証
学
派
の
駢
体
文
に
対
し
、
韓
愈
・

欧
陽
脩
の
古
文
を
標
準
と
し
た
。
桐
城
派
を
確
立
し
た
姚
鼐
は
、

文
学
理
論
と
し
て
詞
章
・
義
理
・
考
拠
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
は

じ
め
て
文
は
完
成
す
る
と
唱
え
、
そ
の
門
下
に
は
多
く
の
人
材
を

輩
出
し
た
。『
漢
学
商
兌
』
の
著
者
の
方
東
樹
（
一
七
七
二
―
一

八
五
一
）
は
そ
の
一
人
で
、
後
に
政
治
・
道
徳
・
文
学
の
各
方
面

で
活
躍
し
た
曽
国
藩
（
一
八
一
一
―
一
八
七
二
）
も
姚
鼐
を
尊
崇

し
、
影
響
は
そ
の
門
下
の
呉
汝
綸
（
一
八
四
〇
―
一
九
〇
三
）
や

黎
庶
昌
（
一
八
三
七
―
一
八
九
七
）
ら
に
ま
で
及
ん
だ（

（1
（

。

桐
城
派
の
江
戸
・
明
治
期
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
、
陶
徳
民

氏
の
研
究
に
よ
り
概
要
を
記
す（

（1
（

。
江
戸
期
、
桐
城
派
の
著
作
は
日

本
に
舶
来
さ
れ
て
注
目
を
集
め
て
い
た
。
ま
た
明
治
初
期
に
は
伝

統
的
な
唐
宋
八
大
家
等
に
比
べ
て
よ
り
時
世
が
近
く
、
そ
の
精
神

に
接
し
や
す
い
清
朝
の
文
章
に
学
ぶ
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
が
明
治
十
年
以
降
の
清
国
外
交
官
や
名
士
の
来
日
と
相

互
の
対
面
交
流
に
よ
っ
て
一
層
深
め
ら
れ
、
清
代
文
章
学
研
究
を

促
進
す
る
起
爆
剤
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
桐
城
派
の
文
章
論
を
広

げ
る
役
割
を
果
た
し
た
主
要
な
人
物
が
黎
庶
昌
で
あ
る
。
黎
は
二

度
に
わ
た
り
駐
日
公
使
（
明
治
十
四
・
一
八
八
一
―
明
治
十
七
・

一
八
八
四
、
明
治
二
十
・
一
八
八
七
―
明
治
二
十
三
・
一
八
九
〇
）

を
務
め
、
当
時
の
錚
々
た
る
漢
学
者

―
藤
野
正
啓
・
宮
島
誠
一

郎
・
元
田
永
孚
・
重
野
安
繹
・
岡
千
仞
・
中
村
敬
宇
・
島
田
重
礼
・

三
島
中
洲
・
川
田
甕
江
ら
と
交
流
を
も
っ
た
。
そ
れ
に
は
彼
ら
に
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桐
城
派
の
古
体
散
文
を
推
奨
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
一

方
、
当
時
の
日
本
の
漢
学
者
の
側
に
も
、
議
論
を
第
一
と
し
て
文

体
・
格
調
を
問
わ
ぬ
幕
末
維
新
期
の
漢
文
は
時
代
遅
れ
で
あ
り
、

文
体
・
格
調
を
も
重
視
す
べ
し
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
条
件
が
相
俟
っ
て
桐
城
派
が
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
。

中
で
も
清
国
公
使
館
の
人
々
と
頻
繁
に
交
流
し
て
桐
城
派
の
学
風

か
ら
相
当
の
影
響
を
受
け
た
の
が
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
―
一
九

一
〇
）
で
あ
る
。
重
野
は
当
時
の
漢
詩
文
壇
の
指
導
的
立
場
に
あ

り
、
ま
た
明
治
十
六
年
か
ら
東
京
大
学
教
授
を
務
め
、
漢
文
教
育

界
に
桐
城
派
の
存
在
を
知
ら
し
め
た
。
そ
の
重
野
が
桐
城
派
に
お

い
て
特
に
賛
同
し
た
の
が
姚
鼐
の
「
経
義
・
考
据
・
文
章
、
三
者

闕
一
不
可
」
と
い
う
学
問
上
の
主
張
で
あ
っ
た
。
東
京
大
学
文
学

部
古
典
講
習
科
に
学
ん
だ
天
囚
は
、
重
野
の
薫
陶
を
受
け
、
桐
城

派
の
文
章
論
お
よ
び
学
問
観
を
継
承
し
た
。陶
氏
は
天
囚
に
対
し
、

「
お
そ
ら
く
近
代
日
本
漢
学
界
の
桐
城
派
理
解
の
最
高
水
準
に
達

し
て
い
た
と
言
え
よ
う
」
と
評
価
す
る
。

天
囚
が
ど
の
よ
う
に
桐
城
派
の
影
響
を
受
け
た
か
、
旧
友
の
狩

野
直
喜
（
一
八
六
八
―
一
九
四
七
）
の
言
葉
を
見
て
み
る
。

〔
西
村
君
は
〕
程
朱
學
、
即
ち
宋
學
を
守
つ
た
人
で
す
。（
中

略
）
其
の
文
章
も
支
那
の
桐
城
派
の
文
を
や
ら
れ
た
や
う
で

す
。（
中
略
）
桐
城
派
の
方
で
は
、
義
理
、
考
据
、
詞
章
、

此
の
三
拍
子
が
揃
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
の
で
す
。
義

理
と
云
ふ
の
は
經
書
に
見
江
た
所
の
義
理
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
桐
城
派
の
言
ふ
義
理
は
詰
り
程
朱
經
學
な
ん
で
す
。
そ

れ
か
ら
考
据
と
云
ふ
の
は
清
朝
で
盛
ん
に
行
は
れ
た
言
葉
だ

が
事
實
を
一
部
刻
み
に
精
密
に
調
べ
る
事
で
す
。
そ
れ
か
ら

詞
章
と
云
ふ
の
は
所
謂
文
學
な
ん
で
す
。（
中
略
）
西
村
君

が
其
の
點
に
於
て
姚
姫
傅
が
言
つ
た
通
り
義
理
、
考
据
、
詞

章
の
三
拍
子
を
備
へ
た
人
で
あ
る（

（1
（

。

天
因
が
受
け
た
桐
城
派
の
主
な
影
響
は
、姚
鼐
が
唱
え
、師
の
重
野

が
賛
同
し
た「
経
義（
義
理
）・
考
据
・
詞
章（
文
章
）」で
あ
っ
た（

（1
（

。

ま
た
天
囚
の
桐
城
派
へ
の
傾
倒
は
、
桐
城
派
の
方
東
樹
の
『
漢

学
商
兌
』
に
共
感
し
、
長
年
に
わ
た
り
愛
読
し
た
こ
と
に
も
窺
え

る（
（1
（

。『
漢
学
商
兌
』
は
、
清
朝
の
漢
学
（
考
証
学
）
が
全
盛
の
乾

嘉
時
代
の
末
期
、
ア
ヘ
ン
蔓
延
・
銀
流
出
な
ど
が
問
題
化
し
つ
つ

あ
っ
た
現
実
世
界
と
は
没
交
渉
に
古
典
の
実
証
研
究
に
沈
潜
し
て

い
た
漢
学
に
対
し
、
方
東
樹
が
理
学
派
（
朱
子
学
）
の
立
場
か
ら

表
明
し
た
最
初
に
し
て
痛
烈
な
体
系
だ
っ
た
批
判
で
あ
る（

（1
（

。
天
囚

が
こ
れ
に
共
感
し
た
理
由
は
、
方
東
樹
が
桐
城
派
の
姚
鼐
の
学
問

を
受
け
継
ぎ
、
宋
学
の
義
理
（
倫
理
道
徳
）
を
不
可
欠
と
す
る
ほ

か
、
時
勢
へ
の
危
機
感
に
生
じ
た
経
世
意
識
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

日
本
漢
学
史
に
お
い
て
、
天
囚
は
考
証
を
重
ん
ず
る
実
証
的
な

近
代
研
究
の
基
盤
を
形
成
し
た
世
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が（

（1
（

、
一

方
で
聖
賢
の
教
え
を
尊
崇
し
、
そ
の
教
え
を
自
ら
体
現
し
、
か
つ
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社
会
道
義
を
回
復
す
る
と
い
っ
た
主
体
的
で
実
践
的
な
伝
統
的
学

問
観
（
い
わ
ば
経
学
的
学
問
観
）
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
自
身

の
学
識
・
文
才
と
文
章
報
国
の
志
と
に
よ
り
張
之
洞
・
劉
坤
一
ら

清
朝
高
官
と
交
流
し
て
日
清
関
係
の
改
善
や
清
朝
支
援
に
尽
し
た

り（
（1
（

、
重
建
懐
徳
堂
の
設
立
に
よ
り
儒
教
の
振
興
を
図
っ
た
り
し
た

の
も
そ
の
実
践
的
な
学
問
観
の
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
。ま
た
前
掲『
論

語
集
釈
』「
私
案
」
に
見
え
た
次
の
言
葉
な
ど
は
、
格
調
高
い
表

現
（
詞
章
）
に
よ
る
道
義
（
義
理
）
の
主
張
と
言
え
よ
う
。
文
献

実
証
的
な
近
代
科
学
研
究
に
収
ま
ら
な
い
、
天
因
の
経
学
者
と
し

て
の
側
面
を
示
し
て
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

君
子
の
志
は
天
下
後
世
に
在
り
、
任
重
く
し
て
道
遠
く
、
時

に
得
ざ
れ
ば
、
則
ち
後
世
に
期
す
。
夫
子
の
六
経
を
刪
す
る

所
以
な
り
。
此
の
一
章
は
、
夫
子
の
体
験
よ
り
来
た
り
て
夫

子
一
生
の
行
事
を
包
含
す
。
士
苟
く
も
学
に
志
せ
ば
、
則
ち

此
の
気
概
無
か
る
べ
か
ら
ず
。

結
び
に

天
囚
が
経
学
研
究
に
精
力
を
傾
け
た
の
は
そ
の
晩
年
と
い
い（

（1
（

、

『
論
語
』
研
究
も
重
建
懐
徳
堂
で
の
講
義
が
開
始
さ
れ
た
大
正
五

年
（
一
九
一
六
）
前
後
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
藤
澤
南

岳
『
論
語
彙
纂
』
の
天
囚
書
入
れ
に
は
履
軒
『
逢
原
』
が
見
え
、

懐
徳
堂
記
念
会
か
ら
『
逢
原
』
が
出
版
さ
れ
た
明
治
四
十
四
年
以

降
の
こ
と
、
東
大
同
窓
の
瀧
川
君
山
か
ら
著
書
『
纂
標
論
語
集
註
』

（
大
正
二
年
六
月
刊
）
を
贈
呈
さ
れ
三
日
で
読
了
し
た
の
は
大
正

二
年
八
月
で
あ
っ
た（

（1
（

。洪
興
祖『
楚
辞
章
句
補
注
』に「
集
釋
」「
存

異
」「
私
案
」に
分
類
し
て
多
数
の
書
入
れ
を
施
し
た『
楚
辞
集
釈
』

（
未
完
）
を
著
わ
し
た
の
が
大
正
六
年
八
月
（「
九
歌
」
巻
末
の
識

語（
（2
（

）、
大
正
五
年
九
月
か
ら
十
年
八
月
ま
で
京
都
帝
大
で
『
楚
辞
』

を
講
じ
、
そ
の
講
義
を
ま
と
め
た
『
屈
原
賦
説
』
上
巻
の
成
稿
が

大
正
九
年
五
月
、
下
冊
の
起
稿
が
同
年
八
月
で
あ
っ
た（

（2
（

。
翌
十
年

八
月
三
十
一
日
に
宮
内
省
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
、
宮
内
庁
職
員
に

『
論
語
』
を
講
義
し
た
と
い
う（

（2
（

。『
後
案
』
書
入
れ
・『
集
釈
』
執

筆
に
注
力
し
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
十
二
年
九
月

に
関
東
大
震
災
が
発
生
、
天
囚
は
国
難
に
当
た
っ
て
「
国
民
精
神

作
興
詔
書
」
の
起
草
に
心
身
を
打
ち
込
ん
だ
。
翌
十
三
年
五
月
に

流
感
に
倒
れ
て
病
床
に
就
き
、
同
年
七
月
こ
の
世
を
去
っ
た
。
こ

う
見
れ
ば
、
経
学
研
究
に
取
り
組
ん
だ
晩
年
の
天
囚
に
は
、
そ
れ

に
必
要
な
十
分
な
時
間
を
取
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。『
論
語
集

釈
』
が
泰
伯
の
未
完
の
著
述
で
あ
っ
た
の
も
肯
け
る
。

《
付
記
》
本
稿
は
科
研
基
盤
（
Ｃ
）「
近
代
大
阪
の
在
野
儒
学
者
の

研
究
―
そ
の
経
学
と
社
会
政
治
活
動
―
」（
研
究
代
表
者
：
矢
羽

野
隆
男
、
課
題
番
号15K

02093

）
の
研
究
費
補
助
に
よ
る
研
究
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成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注
（
１
）	『
碩
園
先
生
追
悼
録
』（『
懐
徳
』
第
二
号
、
懐
徳
堂
堂
友
会
、
大
正
十

四
年
〈
一
九
二
五
〉、
の
ち 

ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
二
年
影
印
発
行
）

前
三
九
頁
。

（
２
）	

矢
羽
野
隆
男
「
西
村
天
囚
と
泊
園
書
院
と
―
藤
沢
南
岳
編
『
論
語
彙
纂
』

へ
の
天
囚
書
入
れ
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
中
国
学
の
十
字
路
』
研
文
出
版
、

二
〇
〇
六
年
、
の
ち
湯
浅
邦
弘
編
『
懐
徳
堂
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇

〇
七
年
）。

（
３
）	『
論
語
集
釈
』
草
稿
（
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
は
、
湯
浅

邦
弘
解
説『
西
村
天
囚『
論
語
集
釈
』』（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、

二
〇
二
一
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
本
稿
の
『
集
釈
』
引
用
は
こ
れ

に
よ
る
。
引
用
の
際
、
翻
字
に
は
基
本
的
に
旧
字
体
を
用
い
、
原
文
に

は
無
い
句
読
点
や
「　

」
等
の
記
号
を
補
い
、
割
注
は
【　

】
に
括
り
、

判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
表
し
た
。

（
４
）	

書
名
『
論
語
集
釈
』
の
略
称
に
は
二
重
カ
ギ
括
弧
・
常
用
字
体
の
『
集

釈
』、
印
の
名
称
に
は
カ
ギ
括
弧
・
旧
字
体
の
「
集
釋
」
と
使
い
分
け
る
。

（
５
）	

湯
浅
邦
弘
「
小
宇
宙
に
込
め
た
天
囚
の
思
い
―
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西

村
天
囚
旧
蔵
印
に
つ
い
て
―
」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
十
二
号
、
懐
徳
堂

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
一
年
）、
お
よ
び
注
３
前
掲
湯
浅
『
西
村
天
囚
『
論

語
集
釈
』』
の
「
解
説　

西
村
天
囚
『
論
語
集
釈
』
の
学
術
的
意
義
」

参
照
。

（
６
）	

注
５
前
掲
湯
浅
「
小
宇
宙
に
込
め
た
天
囚
の
思
い
」（
二
〇
二
一
）、
湯

浅
邦
弘
編
集
・
解
説『
西
村
天
囚
旧
蔵
印
』（
大
阪
大
学
人
文
学
研
究
科
、

二
〇
二
二
年
）の「
解
説　

西
村
天
囚
旧
蔵
印
の
学
術
的
意
義
」に
、『
論

語
集
釈
』
巻
一
冒
頭
、
学
而
篇
の
学
而
時
習
之
章
、
為
政
篇
の
攻
乎
異

端
章
、
同
篇
の
由
誨
女
知
章
の
カ
ラ
ー
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）	

懐
徳
堂
文
庫
（
碩
園
記
念
文
庫
）
所
蔵
の
黄
式
三
撰
『
論
語
後
案
』
一

〇
冊
（
光
緒
九
年
浙
江
書
局
刊
本
、「
昭
和 26.9.10 

受
入
／
法
文 20908  

圖
」）
は
全
篇
へ
の
天
因
の
書
入
れ
及
び
句
点
、
傍
点
を
付
す
。

（
８
）	

た
だ
し
、
後
半
の
諸
説
の
書
入
れ
は
瀧
川
亀
太
郎
『
纂
標
論
語
集
註
』

の
標
注
部
分
の
転
記
の
よ
う
で
あ
る
。
懐
徳
堂
文
庫
（
碩
園
記
念
文
庫
）

所
蔵
の
瀧
川
亀
太
郎
『
標
注
論
語
集
註
』（
金
港
堂
書
籍
、
大
正
二
年

六
月
発
行
、
三
年
七
月
再
版
、「
昭
和 26.9.10 

受
入
／
法
文 21142 

圖
」）

の
第
一
頁
に
天
囚
書
入
「
子
信
郵
贈
斯
書
、
三
日
読
了
、
大
正
二
年
八

月
、
彦
」
が
あ
る
。「
子
信
」
は
瀧
川
の
字
。
瀧
川
宛
の
天
囚
の
書
信

の
末
尾
に
「
子
信
學
兄
侍
史
、
弟
時
彦
」
と
記
す
。
注
１
前
掲
『
碩
園

先
生
追
悼
録
』
六
三
頁
。

（
９
）	

小
幡
敏
行
「
黄
式
三
『
論
語
後
案
』
―
漢
宋
兼
学
の
成
果
―
」（
松
川

健
二
『
論
語
の
思
想
史
』
汲
古
書
院
、
平
成
六
年
）
第
八
章
、
四
二
四
―

四
二
五
頁
。

（
10
）	
狩
野
直
喜
『
清
朝
の
制
度
と
文
学
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
四
年
）、

一
三
六
―
一
五
六
頁
。
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（
11
）	

陶
徳
民
『
日
本
に
お
け
る
近
代
中
国
学
の
始
ま
り
―
漢
学
の
革
新
と
同

時
代
交
渉
―
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
七
年
）
第
一
章
「
明
治

大
正
期
に
お
け
る
桐
城
派
の
文
章
論
の
影
響
」
参
照
。

（
12
）	

注
１
前
掲
『
碩
園
先
生
追
悼
録
』
所
収
の
狩
野
直
喜
「
追
憶
談
」、
五

二
―
五
四
頁
。

（
13
）	

他
の
人
物
も
同
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
。「
義
理
と
考
据
と
相
ま
ち

て
本
當
の
學
者
と
い
は
れ
る
、
然
し
こ
の
二
つ
だ
け
で
は
後
世
永
く 

自マ

れマ

の
主
義
を
の
こ
す
こ
と
が
出
來
ぬ
、
之
を
後
世
に
不
朽
な
ら
し
む

る
は
文
章
の
力
だ
、（
後
略
）」（
注
１
前
掲
『
碩
園
先
生
追
悼
録
』
所

収 

武
内
義
雄
「
先
生
の
遺
訓
」
一
五
〇
頁
）、「
大
儒
と
し
て
は
義
理

考
據
詞
章
の
三
を
具
備
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
考
か
ら
、
經
學
即
ち
義

理
の
學
に
深
く
入
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。」（『
同
前
』
所
収 

松
山
直
蔵

「
碩
園
博
士
を
追
憶
す
る
ま
ま
」
一
七
八
頁
）

（
14
）	

懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
『
漢
学
商
兌
』
光
緒
庚
子
浙
江
書
局
刊
本
へ
の
天
囚

書
入
「
猶
記
二
十
年
前
、
在
滬
遇
讀
此
書
、
不
覺
叫
快
（
後
略
）
大
正

三
年
五
月　

彦
記
」）

（
15
）	

浜
口
富
士
雄
「
方
東
樹
の
『
漢
学
商
兌
』
を
繞
っ
て
」（『
大
東
文
化
大

学
漢
学
会
誌
』
第
一
五
号
、
一
九
七
六
年
）、
花
崎
隆
一
郎
「『
漢
学
商

兌
』
に
於
け
る
宋
儒
尊
信
の
態
度
」（『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』

第
八
号
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。

（
16
）	

町
田
三
郎
『
明
治
の
漢
学
者
た
ち
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
八
年
）
Ⅰ

明
治
の
漢
学
、「
東
京
大
学
『
古
典
講
習
科
』
の
人
々
」
一
四
九
頁
。

（
17
）
陶
徳
民
『
明
治
の
漢
学
者
と
中
国
―
安
繹
・
天
囚
・
湖
南
の
外
交
論 

策
―
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
第
二
章
「
戊
戌
維
新
前

夜
の
『
日
清
同
盟
論
』
―
西
村
天
囚
と
張
之
洞
を
め
ぐ
っ
て
―
」、
第

三
章
「
義
和
団
事
件
前
後
の
『
支
那
保
全
論
』
―
西
村
天
囚
と
劉
坤
一

を
巡
っ
て
―
」
参
照
。

（
18
）	

注
１
前
掲
『
碩
園
先
生
追
悼
録
』
所
収
の
松
山
直
蔵
「
碩
園
博
士
を
追

憶
す
る
ま
ま
」に
記
す
。「
君
は『
僕
は
經
學
は
遲
が
け
の
勉
強
で
あ
る
』

と
何
時
か
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
（
中
略
）
自
家
の
學
問
と
し
て
深

く
力
を
入
れ
ら
れ
た
の
は
、む
し
ろ
晩
年
の
こ
と
で
あ
つ
た
か
と
思
ふ
。

經
類
の
書
は
余
が
君
と
交
を
辱
う
し
た
大
正
五
年
の
暮
以
來
、
特
に
多

く
増
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。」（
一
七
八
頁
）

（
19
）	

注
８
前
掲　

懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
『
纂
標
論
語
集
註
』
天
囚
書
入
れ
参
照
。

（
20
）	

崔
富
章
・
石
川
三
佐
男
「
西
村
時
彦
対
楚
辞
学
的
貢
献
―
兼
述
中
国
人

心
目
中
的
屈
原
形
象
」（『
秋
田
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
紀
要
』

第
二
五
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
一
一
一
―
一
一
二
頁
。

（
21
）	

矢
羽
野
隆
男
「『
本
朝
文
粹
』
に
お
け
る
『
楚
辭
』
―
西
村
天
囚
『
屈

原
賦
説
』
草
稿
の
覚
え
書
き
か
ら
―
」（『
四
天
王
寺
大
学
紀
要
』
第
六

〇
号
、
二
〇
一
五
年
）、
一
七
頁
。

（
22
）	
注
１
前
掲
『
碩
園
先
生
追
悼
録
』
所
収
「
碩
園
西
村
先
生
の
略
歴
」
前

五
頁
。

西村天囚『論語集釈』と『論語後案』書入れと ― 矢羽野隆男
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